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玉井清教授略歴・主要業績

玉
井
清
教
授
略
歴

略
歴昭

和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
三
月　
　

東
京
都
生
ま
れ

昭
和
五
七
年
三
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

昭
和
五
九
年
三
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科　

修
士
課
程
修
了

昭
和
六
一
年
四
月　
　

幾
徳
工
業
大
学
（
現
、
神
奈
川
工
科
大
学
）
非
常
勤
講
師

昭
和
六
二
年
三
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科　

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
七
月　
　

法
学
博
士

平
成
二
年　

四
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

平
成
五
年　

四
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

平
成
一
〇
年
四
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

留
学平

成
一
二
年
～
一
四
年　
　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
・
イ
ェ
ン
チ
ン
研
究
所　

客
員
研
究
員

平
成
二
〇
年　
　
　
　
　
　

台
湾
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所　
訪
問
研
究
員

平
成
二
四
年
～
二
五
年　
　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ニ
ッ
サ
ン
研
究
所　

訪
問
研
究
員
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学
外
活
動

日
本
政
治
学
会

　
　
平
成
三
〇
年
～
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年

　
理
事

日
本
選
挙
学
会

　
　
平
成
一
六
年
～
平
成
二
七
年

　
理
事

　
　
二
〇
〇
九
年
度
年
報
編
集
委
員
長

日
本
法
政
学
会

　
　
令
和
四
年
～

　
理
事

総
務
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
（
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
分
科
会
）

　
　
平
成
一
七
年
～
平
成
二
五
年
専
門
委
員

　
　
平
成
二
五
年
～
平
成
二
六
年
分
科
会
長

学
内
役
職

大
学
通
信
教
育
副
部
長
（
平
成
一
〇
年
～
一
一
年
）

大
学
法
学
部
学
習
指
導
主
任
（
平
成
一
七
年
～
一
九
年
、
平
成
二
五
年
～
二
七
年
）

大
学
院
法
学
研
究
科
学
習
指
導
委
員
（
平
成
一
九
年
～
二
一
年
、
平
成
二
七
年
～
令
和
五
年
）

大
学
法
学
部
長
補
佐
（
令
和
元
年
～
五
年
）

受
賞一

九
九
九
年
度
義
塾
賞
（
平
成
一
一
年
）

桜
田
会
賞
（
金
賞
）（
平
成
二
六
年
）
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玉
井
清
教
授
主
要
業
績

一
、
著
書

単
　
著

『
原
敬
と
立
憲
政
友
会
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
一
一
年
）

『
武
藤
山
治
と
行
財
政
改
革　

―
普
選
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
手
掛
か
り
に
（
國
民
會
館
叢
書
）』（
國
民
會
館
、
平
成
一
八
年
）

『
第
一
回
普
選
と
選
挙
ポ
ス
タ
ー　

―
昭
和
初
頭
の
選
挙
運
動
に
関
す
る
研
究
』（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書　
八
五
）（
慶
應
義
塾

大
学
法
学
研
究
会
、
平
成
二
五
年
）

編
　
著

『
戦
時
日
本
の
国
民
意
識　

―
国
策
グ
ラ
フ
誌
『
写
真
週
報
』
と
そ
の
時
代
（
叢
書
21
Ｃ
Ｏ
Ｅ
―

Ｃ
Ｃ
Ｃ　
多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意

識
の
動
態　
三
六
）』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
二
〇
年
）

『『
写
真
週
報
』
と
そ
の
時
代
（
上
）　

―
戦
時
日
本
の
国
民
生
活
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
二
九
年
）

『『
写
真
週
報
』
と
そ
の
時
代
（
下
）　

―
戦
時
日
本
の
国
防
・
対
外
意
識
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
二
九
年
）
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共
編
著

中
村
勝
範
編
著
『
近
代
日
本
政
治
の
諸
相
』（
慶
應
通
信
、
平
成
元
年
）

港
区
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
港
区
議
会
史
』（
東
京
都
港
区
議
会
、
平
成
五
年
）

大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
編
『
大
麻
唯
男
・
伝
記
編
』（
桜
田
会
、
平
成
七
年
）

大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
編
『
大
麻
唯
男
・
論
文
編
』（
桜
田
会
、
平
成
七
年
）

大
麻
唯
男
伝
記
研
究
会
編
『
大
麻
唯
男
・
談
話
編
』（
桜
田
会
、
平
成
七
年
）

中
村
勝
範
編
『
満
州
事
変
の
衝
撃
』（
勁
草
書
房
、
平
成
八
年
）

『
日
本
政
治
の
構
造
と
展
開　

―
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
開
設
百
年
記
念
論
文
集
』（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、
平
成
一
〇
年
）

『
戦
前
日
本
の
政
治
と
市
民
意
識
（
叢
書
21
Ｃ
Ｏ
Ｅ
―

Ｃ
Ｃ
Ｃ　
多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態　
九
）』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、

平
成
一
七
年
）

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
編
『
慶
應
の
政
治
学　

日
本
政
治　

―
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集
』（
慶
應
義
塾
大
学
法
学

部
、
平
成
二
〇
年
）

共
　
著

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
知
る
を
楽
し
む
・
歴
史
に
好
奇
心　

―
い
つ　

な
ぜ
日
本
の
選
挙
制
度
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
平
成
二
〇
年
）

二
、
論
文

「
赤
松
克
麿
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
観
」（『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
第
一
九
号
、
昭
和
五
九
年
）

「
新
人
会
と
吉
野
作
造
」（『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
第
二
〇
号
、
昭
和
六
〇
年
）

「
原
内
閣
の
貴
族
院
工
作
を
め
ぐ
る
政
局
運
営
」（『
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
第
二
四
号
、
昭
和
六
一
年
）
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中
村
勝
範
・
玉
井
清
「
寺
内
内
閣
期
に
お
け
る
原
・
政
友
会
の
戦
略　

―
解
散
・
総
選
挙
を
中
心
に
」（『
法
学
研
究
』
第
六
一
巻
第
四
号
、

昭
和
六
三
年
四
月
）

「
東
条
内
閣
の
一
考
察　

―
大
麻
唯
男
を
中
心
に
」（『
神
奈
川
工
科
大
学
研
究
報
告
・
A
・
人
文
社
会
科
学
編
』（
通
号
第
一
三
号
、
平
成

元
年
三
月
）

「
寺
内
内
閣
期
に
お
け
る
政
友
会
の
党
勢
拡
張
に
向
け
て
の
方
策　

―
第
三
九
帝
国
議
会
前
後
期
を
中
心
に
」（
中
村
勝
範
編
著
『
近
代
日

本
政
治
の
諸
相
』
慶
應
通
信
、
平
成
元
年
）

「
政
友
会
の
寺
内
内
閣
に
対
す
る
牽
制
と
協
力　

―
大
正
七
年
度
政
府
予
算
案
へ
の
対
応
を
中
心
に
」（『
法
学
研
究
』
第
六
二
巻
第
九
号
、

平
成
元
年
九
月
）

「
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
政
党
政
治
の
盛
衰　

―
政
治
家
大
麻
唯
男
の
履
歴
へ
の
影
響
」（『
法
学
研
究
』
第
六
四
巻
第
四
号
、
平
成
三
年

四
月
）

「
第
二
次
大
隈
内
閣
下
の
政
友
会　

―
原
敬
総
裁
就
任
か
ら
第
三
五
帝
国
議
会
解
散
ま
で
」（『
法
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
一
〇
号
、
平
成

四
年
一
〇
月
）

「
第
一
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
政
友
会
」（『
法
学
研
究
』
第
六
六
巻
第
六
号
、
平
成
五
年
六
月
）

「
原
敬
内
閣
下
の
小
選
挙
区
制
成
立
過
程
」（『
法
学
研
究
』
第
六
八
巻
第
一
号
、
平
成
七
年
一
月
）

「
政
友
会
の
対
外
強
硬
論
」（
中
村
勝
範
編
『
満
州
事
変
の
衝
撃
』
勁
草
書
房
、
平
成
七
年
）

「
第
一
四
回
衆
議
院
議
員
選
挙
と
普
通
選
挙
問
題　

―
政
友
会
の
戦
術
を
中
心
に
」（『
法
学
研
究
』
第
六
九
巻
第
一
二
号
、
平
成
八
年
一

二
月
）

「
第
一
四
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
政
友
会
の
積
極
方
針
」（『
法
学
研
究
』
第
七
〇
巻
第
一
一
号
、
平
成
九
年
一
一
月
）

「
日
中
戦
争
下
の
反
英
論　

―
天
津
租
界
封
鎖
問
題
と
新
聞
論
調
」（『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
一
号
、
平
成
一
二
年
一
月
）

「
第
一
回
普
選
と
政
党
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
」（『
法
学
研
究
』
第
七
八
巻
第
四
号
、
平
成
一
七
年
四
月
）

「
第
一
回
普
選
の
投
票
率
と
有
権
者
の
意
識　

―
選
挙
啓
蒙
活
動
を
中
心
に
」（『
選
挙
研
究
』
第
二
一
巻
、
平
成
一
八
年
二
月
）
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「
第
一
回
普
選
と
候
補
者
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
」（『
法
学
研
究
』
第
八
〇
巻
第
二
号
、
平
成
一
九
年
二
月
）

「
戦
時
日
本
の
英
米
観
に
関
す
る
一
試
論　

―
『
写
真
週
報
』
を
通
じ
て
」（
黄
自
進
主
編
『
東
亜
世
界
中
的
日
本
政
治
社
会
特
徴
』
中
央

研
究
院
人
文
社
会
科
学
研
究
中
心
・
亜
太
区
域
研
究
専
題
中
心
、
台
湾
・
台
北
、
平
成
二
〇
年
）

「
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
に
つ
い
て
」（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部　
編
『
慶
應
の
政
治
学　

日
本

政
治　

―
慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集
』、
平
成
二
〇
年
）

「
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
選
挙
に
関
す
る
一
考
察　

―
東
京
選
挙
区
に
お
け
る
中
選
挙
区
制
導
入
の
影
響
を
中
心
に
」（『
法
学
研
究
』
第

八
二
巻
第
二
号
、
平
成
二
一
年
二
月
）

「
戦
時
下
の
台
湾
」（『
法
学
研
究
』
第
八
二
巻
第
五
号
、
平
成
二
一
年
五
月
）

「
第
一
次
普
選
と
実
業
同
志
会　

―
武
藤
山
治
の
政
治
啓
蒙
活
動
」（『
法
学
研
究
』
第
八
三
巻
第
一
二
号
、
平
成
二
二
年
一
二
月
）

「T
he Japanese V

iew
s of the U

K
 and the U

S from
 the Second Sino-Japanese W

ar to the Pacific W
ar

」（『K
eio 

Journal of Politics

』N
o.15, 2012

）

「
第
一
六
回
総
選
挙
に
お
け
る
政
党
合
同
の
影
響
に
つ
い
て　

―
革
新
倶
楽
部
系
候
補
者
の
動
向
を
中
心
に
」（『
法
学
研
究
』
第
八
五
巻

第
三
号
、
平
成
二
四
年
三
月
）

「
日
米
戦
争
下
の
敵
愾
心
昂
揚
に
つ
い
て
の
一
考
察　

―
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
と
の
関
連
で
」（『
法
学
研
究
』
第
九
二
巻
第
一
号
、
平

成
三
一
年
一
月
）

「「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
の
始
動
」（『
法
学
研
究
』
第
九
二
巻
第
一
二
号
、
令
和
元
年
一
二
月
）

「
昭
和
戦
時
文
壇
の
苦
悩
に
つ
い
て
の
一
考
察　

―
《
政
治
と
文
学
》
室
生
犀
星
の
観
察
と
葛
藤
を
手
掛
か
り
に
し
て
」（『
法
学
研
究
』

第
九
三
巻
第
一
一
号
、
令
和
二
年
一
一
月
）

「
日
本
文
学
報
国
会
結
成
に
関
す
る
一
考
察　

―
昭
和
戦
時
文
壇
統
合
を
め
ぐ
る
迷
走
に
つ
い
て
」（『
法
学
研
究
』
第
九
四
巻
第
九
号
、

令
和
三
年
九
月
）

「
日
米
開
戦
後
に
お
け
る
詩
歌
の
動
員
と
競
合
」（『
法
学
研
究
』
第
九
四
巻
第
一
〇
号
、
令
和
三
年
一
〇
月
）
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「
日
中
戦
争
を
め
ぐ
る
反
英
米
論
の
展
開
」（
筒
井
清
忠
編
著
『
昭
和
史
研
究
の
最
前
線　

―
大
衆
・
軍
部
・
マ
ス
コ
ミ
、
戦
争
へ
の
道

（
朝
日
新
書　
八
八
九
）』
朝
日
新
聞
出
版
、
令
和
四
年
）

「
佐
藤
春
夫
に
見
る
幸
徳
事
件
の
影
響
に
つ
い
て　

―
反
発
と
恐
懼
を
中
心
に
」（『
法
学
研
究
』
第
九
六
巻
第
二
号
、
令
和
五
年
二
月
）

「
佐
藤
春
夫
に
見
る
社
会
批
評
へ
の
模
索　

―
大
杉
栄
回
想
を
糸
口
に
し
て
」（『
法
学
研
究
』
第
九
六
巻
第
四
号
、
令
和
五
年
四
月
）

三
、
そ
の
他
の
著
作

「
総
説
」「
イ
ギ
リ
ス
」（
中
村
勝
範
編
『
各
国
政
治
制
度
概
論
』（
慶
應
通
信
、
平
成
二
年
）

「
日
本
政
治
史
研
究
の
問
題
点
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
争
に
関
連
し
て
」（『
三
色
旗
』
第
五
一
三
号
、
平
成
二
年
一
二
月
）

「
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
日
中
問
題
」（『
問
題
と
研
究
』
第
二
一
巻
第
九
号
、
平
成
四
年
六
月
）

「『
積
ん
読
』
の
勧
め
」（『
三
色
旗
』
第
五
六
一
号
、
平
成
六
年
一
二
月
）

「
原
敬
雑
感
」（『
三
田
評
論
』
第
八
八
巻
第
三
号
、
平
成
七
年
一
〇
月
）

「
近
代
日
本
に
お
け
る
官
僚
の
政
党
化
」（『
三
色
旗
』
第
六
〇
四
号
、
平
成
一
〇
年
七
月
）

「
日
米
開
戦
の
起
源
」（『
三
色
旗
』
第
六
一
六
号
、
平
成
一
一
年
七
月
）

「
鼎
談　

国
家
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て　

第
一
回
～
第
四
回
」（『
三
色
旗
』
第
六
一
五
号
～
第
六
一
八
号
、
平
成
一
一
年
六
月
～

九
月
）

「「
人
間
通
」
の
原
敬
」（『
大
学
出
版
』
第
四
二
号
、
平
成
一
一
年
七
月
）

「
こ
の
英
国
人
を
見
よ
」（『
而
今
』
第
三
三
二
号
、
平
成
二
四
年
二
月
一
日
）

「
ヒ
ー
ロ
ー
と
い
う
言
葉　

―
イ
ギ
リ
ス
留
学
記
」（『
而
今
』
第
三
三
七
号
、
平
成
二
四
年
四
月
一
六
日
）

「
誇
り
高
き
英
国
人
」（『
而
今
』
第
三
三
八
号
、
平
成
二
四
年
五
月
一
日
）

「
英
国
人
の
矜
持
」（『
而
今
』
第
三
四
三
号
、
平
成
二
四
年
七
月
一
六
日
）
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「「
海
ゆ
か
ば
」
第
一
講
」（（『
而
今
』
第
三
八
二
号
、
平
成
二
六
年
三
月
一
日
）

「「
海
ゆ
か
ば
」
二
講
」（（『
而
今
』
第
三
八
三
号
、
平
成
二
六
年
三
月
一
六
日
）

「「
海
ゆ
か
ば
」
講
（
三
・
完
）」（『
而
今
』
第
三
八
四
号
、
平
成
二
六
年
四
月
一
日
）

「
戦
後
七
〇
周
年
の
首
相
談
話
に
つ
い
て
」（『
而
今
』
第
四
一
一
号
、
平
成
二
七
年
五
月
一
六
日
）

「
執
筆
ノ
ー
ト
『『
写
真
週
報
』
と
そ
の
時
代
（
上
・
下
）』」（『
三
田
評
論
』
第
一
二
一
六
号
、
平
成
二
九
年
一
一
月
）

「
選
挙
は
近
代
日
本
に
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
？
」（『
三
色
旗
』
第
八
二
三
号
、
令
和
元
年
四
月
）

「
少
子
高
齢
化
時
代
の
新
た
な
る
大
学
像
を
求
め
て　

―
慶
應
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
構
想
の
提
言
」（『
法
学
研
究
』
第
九
二
巻
一
二
号
、
令

和
元
年
一
二
月
）

「
近
代
日
本
に
お
け
る
選
挙
啓
蒙
活
動
」（『V

oters

』
第
五
八
号
、
令
和
二
年
一
〇
月
）

「
大
学
と
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
学
ぶ
場
で
あ
る
」（『
三
色
旗
』
第
八
五
〇
号
、
令
和
五
年
一
〇
月
）

「
資
料　

第
一
回
普
選
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
、
推
薦
状
」（『
法
学
研
究
』
第
九
六
巻
第
九
号
、
令
和
五
年
九
月
）

四
、
研
究
報
告

「
翼
賛
選
挙
に
お
け
る
旧
政
党
人
と
新
人
」（
日
本
選
挙
学
会
研
究
大
会
、
平
成
二
年
五
月
）

「
原
内
閣
の
小
選
挙
区
制
導
入
過
程
」（
日
本
選
挙
学
会
研
究
大
会
、
平
成
七
年
五
月
）

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
政
党
政
治　

原
敬
内
閣
の
選
挙
戦
略
と
普
通
選
挙
問
題
」（
日
本
政
治
学
会
研
究
会
大
会
、
平
成
九
年
一
〇
月
）

「
第
一
回
普
選
下
の
選
挙
運
動　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
研
究
序
説
」（
慶
應
義
塾
大
学
21
Ｃ
Ｏ
Ｅ
―

Ｃ
Ｃ
Ｃ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
平
成
一
六
年

三
月
）

「
第
一
回
普
選
下
の
選
挙
運
動　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
中
心
に
」（
日
本
選
挙
学
会
研
究
大
会
、
平
成
一
七
年
五
月
）

「
第
一
回
普
選
の
候
補
者
ポ
ス
タ
ー
か
ら
見
た
選
挙
民
の
意
識
」（
慶
應
義
塾
大
学
21
Ｃ
Ｏ
Ｅ
―

Ｃ
Ｃ
Ｃ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
平
成
一
八
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年
一
一
月
）

「
近
代
日
本
に
お
け
る
原
敬
」（
原
敬
記
念
館
・
原
敬
を
想
う
会
、
平
成
一
九
年
六
月
）

「
戦
時
日
本
の
英
米
観
に
関
す
る
一
試
論　

―
『
写
真
週
報
』
を
通
じ
て
」（
中
央
研
究
院
人
文
社
会
科
学
研
究
中
心　

台
湾
・
台
北
、
平

成
二
〇
年
）

「『
写
真
週
報
』
に
み
る
戦
時
日
本
の
対
英
米
観
と
そ
の
変
容
」（
二
〇
〇
八
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
会
、
平
成
二
〇
年
一
〇
月
）

“T
he Japanese view

s of the U
K
 and the U

S from
 the Second Sino-Japanese W

ar and the Pacific W
ar: Focus on the 

Photographic W
eekly M

agazine, ‘Shashinshuho’”

（Graduate Research Sem
inar 1�7 M

ay 2012　

at O
xford 

U
niversity

）

「
近
代
日
本
と
原
敬
・
政
治
に
生
き
た
そ
の
生
涯
」（
青
雲
塾
・
中
曽
根
康
弘
世
界
平
和
研
究
所
、
平
成
二
七
年
九
月
）

“W
hat can w

e learn from
 Japanese election cam

paigns?, T
he H

istory, Society and Culture of Japan

（T
he H

istory 
of Japanese Election Cam

paigns
―Political society and culture of Japan”, T

he 15th K
orea-Japan M

illennium
 

Forum
 on 2�5 and 2�6 O

ct. 2016 at K
eio U

niversity

）

「
戦
時
下
日
本
の
「
鬼
畜
米
英
」
論
・
再
考
―
敵
は
ど
う
描
か
れ
た
の
か
？
」（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：T

he T
hirteenth A

nnual 
International Conference on the H

istory of Cultural Exchange: W
ar, Refugees, and Recovery

、
台
湾
・
輔
仁
大
学
、

平
成
二
九
年
一
一
月
）

「
戦
時
標
語
「
鬼
畜
米
英
」
に
つ
い
て
の
一
考
察　

―
「
撃
ち
て
し
止
ま
む
」
と
そ
の
時
代
」（
日
本
法
政
学
会
、
令
和
五
年
一
二
月
）




